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本
学
史
学
科
の
元
兼
任
教
授
で
あ
っ
た
児
玉
幸
多
先
生
が
、
平
成
一
九
年
七
月
四
日
、
多
臓
器
不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
七
歳
で
あ
っ
た
。
七
月
二
二
日
は
学
習
院
百
周
年
記
念
会
館
に
お
い
て
「
お
別
れ
の
会
」
が
開
か
れ
た
。
当
日
、
先
生
か
ら
受
け
た
学
恩
に
感
謝
し
「
法
政
大
学
史
学
会
」
く
ｒ
の名において供花を捧げ、史学〈石として》」冥福をお祈りした。
児
玉
先
生
は
明
治
四
二
年
一
二
月
八
日
、
長
野
県
更
級
郡
稲
荷
山
町
で
お
生
れ
に
な
り
、
の
ち
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
へ
入
学
な
さ
れ
、
Ⅱ
本
近
世
史
の
研
究
の
道
を
進
ま
れ
た
。
後
年
、
私
た
ち
に
誕
生
日
が
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
の
日
と
同
じ
な
の
は
、
何
か
の
因
縁
を
感
じ
る
と
語
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
は
先
生
の
名
著
で
あ
る
「
江
戸
時
代
の
農
民
生
活
」
（
大
八
洲
出
版
）
を
熟
読
し
た
の
は
法
政
大
学
在
学
中
の
と
き
で
あ
り
、
直
接
、
お
目
に
か
か
っ
た
の
も
昭
和
三
四
年
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
方
史
研
究
協
議
会
の
常
任
委
員
や
自
治
体
史
の
編
さ
ん
を
通
し
て
、
長
い
間
、
ご
指
導
や
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
児
玉
幸
多
先
生
追
悼
児
玉
幸
多
先
生
を
偲
ん
で
児
玉
幸
多
先
生
追
悼
村
上
画
法
政
大
学
史
学
科
に
お
い
て
、
特
に
Ｈ
本
近
世
史
の
基
礎
や
発
展
は
、
藤
沖
甚
太
郎
、
板
沢
武
雄
、
岩
生
成
一
の
三
先
生
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
児
玉
先
生
が
そ
の
本
学
の
兼
任
教
授
と
な
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
話
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
は
若
く
し
て
旧
制
第
七
高
等
学
校
造
士
館
教
授
に
な
ら
れ
た
が
、
昭
和
一
三
年
に
、
当
時
、
学
習
院
教
授
で
あ
っ
た
板
沢
先
生
が
東
京
大
学
の
助
教
授
に
移
ら
れ
た
後
任
と
し
て
学
習
院
教
授
に
な
ら
れ
東
京
に
戻
ら
れ
た
。
昭
和
二
七
年
に
板
沢
先
生
は
法
政
大
学
教
授
に
就
任
な
さ
っ
た
が
「
藤
井
甚
太
郎
先
生
が
な
く
な
ら
れ
た
あ
と
、
当
時
、
法
政
の
史
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
板
沢
先
生
の
お
話
で
、
私
は
昭
和
三
十
一
一
一
年
十
月
か
ら
法
政
に
出
講
し
て
、
四
十
八
年
一
一
一
川
ま
で
約
十
五
年
間
続
け
た
。
杵
遡
の
非
常
勤
講
師
と
ち
が
っ
て
、
大
学
院
の
入
試
な
ど
に
も
立
会
っ
た
り
し
た
の
で
、
法
政
の
史
学
科
の
先
生
に
は
親
し
く
し
て
頂
い
た
」
（
丸
山
忠
綱
追
想
集
「
お
も
い
で
」
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
兼
任
教
授
と
い
う
制
度
は
児
玉
先
生
だ
け
で
終
っ
て
い
る
が
、
先
生
の
ご
研
究
の
な
か
に
「
木
曽
山
林
の
地
租
改
正
」
二
法
政
史
学
」
一
四
号
）
が
あ
る
。
昭
和
四
六
年
か
ら
私
は
史
学
科
の
教
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
史
学
科
の
名
簿
に
は
児
玉
先
生
と
ご
一
緒
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
時
期
も
あ
る
。
し
か
し
、
先
生
は
昭
和
四
八
年
Ⅲ
月
か
ら
学
習
院
大
学
学
長
に
就
九
一
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法
政
史
学
第
六
十
九
号
児玉幸多先生の御挨拶（平成７年12月２日）
村上直教授、最終講義・五八年館、八三三教室
任
な
さ
っ
た
の
で
、
本
学
の
兼
任
教
授
を
退
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る。児
玉
先
生
の
ご
誹
議
は
地
方
史
学
と
大
学
院
の
歴
史
地
理
学
で
あ
っ
た
が、本務である学習院大学と同様に地方史・交通史研究の分野を
中
心
に
幅
広
く
指
導
に
当
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
交
通
史
の
分
野
に
は
、
す
ぐ
れ
た
卒
業
生
の
研
究
者
が
現
わ
れ
て
い
る
。
後
年
、
私
も
大
学
で
の
「
地
方
史
学
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
児
玉
幸
多
・
斎
藤
忠
の
両
先
生
監
修
の
『
地
誌と歴史』二○号に「地方史学と地誌編さん」という題名で執筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
平成八年三月、私は法政大学を定年退任することになったが、
そ
の
前
年
一
二
月
二
日
に
大
学
の
五
八
年
館
八
三
一
二
教
室
で
股
終
識
義
を
行
っ
た
。
終
了
後
、
特
に
出
肘
さ
れ
た
児
玉
先
生
か
ら
温
か
い
御
挨
拶
を
い
ただいたことは忘れることはできない。いつも温容であった先生
の
お
姿
を
偲
び
、
謎
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。（法政大学名誉教授）
法
政
大
学
に
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
児
玉
幸
多
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
の
悲
報
に
接
し
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
。
児
玉
先
生
と
私
と
の
出
会
い
は
昭
和
三
十
三
年
１
月
、
私
が
大
学
院
修
士
児
玉
幸
多
先
生
を
し
の
ん
で
九
丹
治
健
蔵
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課
程
三
年
次
に
在
学
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
学
習
院
・
東
大
の
教
授
で
も
あ
っ
た
板
澤
武
雄
先
生
が
、
十
月
一
日
付
で
兼
任
教
授
と
な
ら
れ
た
児
玉
先
生
を
ご
案
内
し
て
大
学
院
棟
（
旧
五
十
五
年
館
）
二
○
四
号
室
に
人
っ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
瞬
間
、
私
は
あ
の
天
然
パ
ー
マ
の
よ
う
な
独
特
の
髪
型
を
し
た
気
品
の
あ
る
温
厚
な
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
ある。当時
交
通
史
、
特
に
利
根
川
水
運
史
を
研
究
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
幸
運
と
い
う
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
その年の授業ではまだ発刊後間もない「近世宿駅制度の研究」
（昭和一一一十二年、吉川弘文館）を使って私どもに輪読させたり、
鋭
い
質
問
を
繰
り
返
し
た
あ
と
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
今
更
の
よ
う
に
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
私
は
三
十
九
年
囚
月
文
学
部
研
究
助
手
に
就
任
し
、
大
学
の
規
程
で
博
士
課
程
に
入
り
、
再
び
児
玉
先
生
の
指
導
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
博
士
課
程
で
は
「
更
級
日
記
」
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
「
武
蔵
野
市
史
・
資
料
編
」
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
ご
指
導
頂
い
た
が
、
私
に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
の
は
放
課
後
に
研
究
上
の
こ
と
か
ら
難
解
な
古
文
評
の
解
読
に
い
た
る
ま
で
気
軽
に
机
談
に
乗
っ
て
Ⅲ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
や
が
て
私
が
川
十
九
年
四
月
文
学
部
史
学
科
の
兼
任
講
師
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
蝋
川
武
先
生
に
剛
問
を
お
願
い
し
、
同
志
と
と
も
に
法
政
大
学
交
通
史
研
究
会
を
結
成
し
、
夏
期
合
宿
な
ど
で
渡
辺
和
敏
氏
の
実
家
の
あ
る
東
海
道
新
居
宿
・
関
所
の
史
料
整
理
を
法
政
大
学
の
ほ
か
駒
沢
大
学
・
学
習
院
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
大
々
的
に
実
施
し
た
が
、
そ
の
折
に
は
児
玉
・
豊
田
向
先
生
に
も
ご
出
馬
を
お
願
い
し
た
。
児
玉
幸
多
先
生
追
悼
現
地
で
は
児
玉
先
生
が
学
生
と
机
を
並
べ
率
先
し
て
史
料
の
整
理
を
進
め
ら
れ
て
い
る
姿
を
見
て
私
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
夕
食
後
の
会
合
に
も
ご
出
席
頂
い
た
が
、
そ
の
席
で
は
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
聞
き
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
機
縁
と
な
り
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
五
日
児
玉
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
し
て
全
川
的
な
交
通
史
研
究
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
児
玉
先
生
の
交
通
史
門
下
生
と
し
て
は
一
番
年
長
者
で
あ
っ
た
私
が
、
先
生
の
古
稀
記
念
論
文
集
「
Ｈ
本
近
肚
交
通
史
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
）
刊
行
の
世
話
役
を
お
引
受
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
私
の
ほ
か
当
時
は
法
政
の
新
進
学
徒
で
あ
っ
た
平
川
新
（
現
東
北
大
学
教
授
）
・
山
本
光
正
（
現
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
）
・
渡
辺
和
敏
（
現
愛
知
大
学
経
済
学
部
長
）
・
宇
佐
美
ミ
サ
子
（
元
文
教
女
子
短
期
大
学
教
授
）
氏
等
に
も
寄
稿
・
文
献
Ⅱ
録
の
作
成
で
協
力
し
て
頂
き
、
五
十
四
年
十
二
月
八
日
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
祝
賀
会
場
で
先
生
に
献
呈
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
川
弘
文
館
の
出
版
部
長
川
田
亨
氏
（
法
政
史
学
科
卒
業
）
か
ら
の
依
頼
で
先
生
と
ご
一
緒
に
刊
行
に
努
め
た
「
Ⅱ
本
交
通
史
」
（
平
成
四
年
刊
）
が
財
川
法
人
交
通
協
力
会
か
ら
賞
状
と
賞
金
（
交
通
史
研
究
会
に
寄
付
）
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
岐
後
に
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
柵
筆
す
る
こ
と
に
し
たい。
二
九
五
一
年
度
卒
業
生
、
交
通
史
研
究
会
顧
問
、
元
法
政
大
学
兼
任
講
師
）
九
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